


結果および考察

調査１．ノリ網を用いたアサリ稚貝の着底促進

試験開始前の 9 月 25 日には，着底稚貝・初期稚貝・稚

貝の各成長段階において、ノリ網敷設区，隣接対照区，

対照区の３区の平均密度に有意差はなく（KruskalWallis-

Test，p＞0.05），試験区ごとの比較でも有意差はなかっ

た（Steel-Dwass Test，p＞0.05），ノリ網敷設 12 日後の 1

0 月 26 日にはノリ網敷設区に 0.3mm 未満の着底稚貝が大

量に確認され（図 4），その密度は隣接対照区と対照区よ

りも 200 倍以上も高かった（SteelDwass-Test，p＜0.01，

図 4）。
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図 4．ノリ網敷設区，隣接対照区，対照区のアサリ着底稚

貝密度（上段），初期稚貝密度（中段），稚貝密度（下

段）の比較
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図 5．2007 年度の勢田川河口域におけるアサリ浮遊幼生

密度の月別変化（５測点の平均値）

なお，10 月 26 日のアサリ浮遊幼生数（5 測点の平均値）

は年間で最も多い 149 個体/1000L であり，10 月に秋季発

生群の浮遊幼生密度が極大をむかえた可能性が高い（図

5）。さらに，ノリ網敷設 44 日後の 11 月 26 日には，ノ

リ網敷設区の着底稚貝・初期稚貝の密度が対照区・隣接

対照区よりも有意に高くなった（着底稚貝：SteelDwass-

Test p＜0.05，初期稚貝:p＜0.01）。

本試験結果から，ノリ網の設置は着底稚貝密度を高め

る効果があることが示唆されたが，流速や底質分析結果

では差異がなく，物理環境面から稚貝密度が高くなった

要因を説明できなかった。ただし，底質の観察によれば

ノリ網下では砂れんの発達が抑えられており，砂面との

境界面に対して何らかの物理的な作用を及ぼしていると

考えられることから，底層直上の流向・流速を正確に測

定できるような流向・流速計の設置方法の検討も必要で

あると考えられた。本調査で示唆された稚貝着底促進作

用が他の海域に対して普遍的に利用できるかどうかは本

調査の結果だけでは判断できず，実験海域を増やして再

度検証を行う必要がある。

調査２．アサリ資源動向の把握

2006 年度調査時には，殻長 1mm～15mm のアサリ稚貝

は，木曽三川河口域，鈴鹿沖，松阪沖で 500 個体/㎡を超

える高密度分布域が形成されていたが，2007 年度調査時

においては，木曽三川河口域，勢田川河口域では 500 個

体/㎡を超える高密度分布域が見られた一方，鈴鹿沖・松

阪沖（下御糸沖）では大略 50 個体/㎡未満であった。200

7 年度の 15mm 以上の未成貝～成貝は，木曽三川では揖斐

長良川河口付近に広範囲に，鈴鹿沖では水深 3m 付近に線

状に分布していたが，松阪以南では密度が低かった。木

曽三川河口域および，別調査で稚貝発生が確認されてい

る香良洲沖を除けば，今後２年間程度，漁獲個体の資源

量の少ない状態が継続することが危惧される。
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